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■アセ ロラゼ リーFe
::: 1/Sl≡ ≡舅

A 窒
y
轟

O提 案理由 「アセロラ果汁」を使用 し、鉄分 も摂取できる一品としてご提案いたします。

参考価格 規格50g×40個/2合

分 類 無力口熱摂取冷凍食品

直接食品に接する包材 カップ、フタ、スプーン:紙

※参考価格は納入条件により変わることがあります。

○ 調理方法(又 は取扱上の注意点)

〈自然解凍〉自然解凍して召 しあがってください。

解凍時間のめやす

室温(約25℃)

1個 ずつ解凍 した場合40～50分

1箱 ずつ解凍 した場合4～5時 間
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○ 使 用 原材 料 ・構 成 比 ※原材料原産地にっいては、原料事情にょり変更になる場合があugす 。

使用原材料 原産地 構成比(%)
アレルゲン
対象原料 使用原材料 原産地 構成比(%)

アレルゲン
対象原料

果糖ぶどう糖液糖(国内製造) 2420 野菜色素 0.03

アセロラ果汁 アセロラ:ブラジル、
ペトナム他 17.83 クチナシ色素 0.01

ゲル化剤 0.79 香料 0.01 りんご

(増粘多糖類 0.79) カロチノイド色素 0.00

加工でん粉 0.68 その他キャリーオーバー等 1.12

酸味料 0.18 水 55.09

クエン酸鉄Na 0.06 計 100

◎製品製造地 長崎県

○公的機関による検査結果

品名:ア セロ ラゼ リーFe

栄養分析(100g当 たり実測値)

試験成績証明書 証明書番号WCAO343701
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89 0 0 22.3 0.07 28 6 2 2 6.4 0 3 0 0 184 0.5

生菌数 大腸菌群 黄色ブドウ球菌 サルモネラ

3000以 下/g 陰性 陰性 陰性/25g

*衛 生状態は良好であり、かつ食品衛生法に定める成分規格に合致しています。

公灘騨 諮鯉 灘篶驚懇 .
試験結果は上記の通りです。
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当社は、本会の流通会員として自信をもって当協会の推奨食品をお勧めします。

Oお 問い合わせ

学流協生産会員 パリ1一 ヲ昌レイ,一 ズ
ニ チ レ イ

〒104-8402東 京都中央 区築地6-19-20公03(3248)2121

http://www.nichireifoods,co,jp



食ものがたり

・アセ ロラの栄養

「熱帯地域で育つアセロラは、高温 と強い紫外線が降 り注 ぐ過酷 な環境か ら身 を守 るため、 ビタミンCや ポリフェ

ノールやな どの抗酸化物 質 を多 く含んでい ます。 ビタ ミンCは レモ ン果汁 の約34倍 、ポ リフェノールはブ ドウ

や ブルーベ リー と同程 度 とどち らも高い レベルで含 まれてお り、これが アセ ロラの高 い抗酸化力の ヒミツです。」

・アセ ロラの特長

「アセロ ラの特 長は、高い抗酸化作用 を持 つ こと。抗 酸化作 用 とは、「活性酸素」 を抑 え る働 きの事 で、美容 や

健康 を維持す る上 で重要 なポ イ ン トとな ります。抗酸 化作 用 を持つ果物 は多 く存在 しますが、 アセ ロラはそれ

らの果物 と比較 して も圧倒的 に高い抗酸化作用 を持つ 「スーパー フー ド」 です。」

・最終製品につ いての特徴で はあ りませ ん

「ニチ レイ フーズ ニチ レイの アセ ロラ原料 アセロラとは?」 参照

https://www.nichireifoods.co.jp/business/acerola/about_acerola/

製造工程図

金属検査
重量検査

【金 属検 査 】(2台):

Fel.2.Sus2.5

重量検査

品質衛生検査

出荷

*製 造工程については、配置等変更する場合があります。

学流協の推奨品

開発テーマ

学校給食環境 ・喫食形態の多様化に配慮 し、『おいしく安全 ・楽 しく食育』にふさわしい

優良食品の開発に取 り組む。

当協会は、流通会員(学 校給食に強い関心を持ち地域を代表する業務用問屋)と 生産会員(学 校給食向けの優良食品を生産する有力食品

メーカー)で 構成する公益法人で 「学校給食の充実改善に寄与すること」を目的とし、学校給食用優良食品の開発 ・選定 ・普及と情報提供

活動を主たる業務として行っております。

開発食品選定委員(学 識者)

委 員 長 田島 眞 実践女子大学名誉教授 副委員長 石井 克枝 千葉大学名誉教授

委 員 鈴野 弘子 東京農業大学教授 委 員 原 正美 京都光華女子大学教授

〃 原島恵美子 神奈川工科大学准教授 〃 石田 裕美 女子栄養大学教授

〃 岩瀬 充子 茨城県新採栄養教諭指導員 〃 石川久美子(公 社)全 国学校栄養士協議会前理事

国公益社団法人 学 校 給 食 物 資 開 発 流 通 研 究 協 会(略 称:学 流 協)E -mail:grk-21@ac .auone.net.jp

〒101-0047東 京都千代田区内神田3-2-12TEL:03(5298)6125httP://www'9aku「yukyo'o「'jP/


